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［開 会］

教育長 定例会を開会する旨を告げる。

［会議録の承認］

教育長 配付されている会議録を承認して差し支えないかを各委員に諮る。

各委員 異議なし。

教育長 会議録を承認する旨を告げる。

［議 事］

教育長 議案第１９号、報告事項１及び報告事項３を非公開として差し支えないか

を各委員に諮る。

各委員 異議なし。

教育長 そのように取り計らうこととし、議事に入ることを告げる。

《議案第１８号 令和７年度徳島県立中学校及び徳島県立中等教育学校生徒募集選抜要項

について》

教育長 説明を求める。

教育創生課長 内容等を説明する。

〈質 疑〉

特になし。

教育長 議案第１８号を原案どおり決定してよいか諮る。

各委員 異議なし。

教育長 議案第１８号を原案どおり決定する旨を告げる。

《報告事項４ 令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について》

教育長 報告を求める。

義務教育課長 内容等を報告する。
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〈質 疑〉

岡本委員：順位は上がっているのは良いことだが、思考力・判断力を育成することが今

回も、これまでも課題となっている。子供たちは、問題に対して攻略的に

取り組んだり、暗記したりすることが得意だが、子供たちの思考力・判断力

を育てるような授業については、なかなか難しい状況もあるのではないか。

また、教員を目指す学生も、模擬授業の中では、自分たちが受けてきた一問

一答を中心とした発問しかできていない状況も見られた。海外で生活する者

から、日本の授業では、多様な意見や答えを出すというより、教員が何を欲

しているのだろうかを考えながら授業を受けてきたということも聞いた。

多様な価値観を持ち、様々な情報を使った授業が必要であるが、そのため　

には授業準備に手間がかかり、評価が難しい。ただ、そのような授業がこれ

からの子供たちに必要な力を育てると考える。

三木委員：子供たちの様々な意見を取り入れる授業は、準備等に時間がかかり授業改

善が難しい。保護者としての意見だが、誤答として返却されたテストを確

認すると、この回答でも正答ではないかと思うこともあり、点は取れない

が、思考の過程が見られれば、それでもよいと考えている。子供の思考力

を育成するには、教員の意識改革が必要であり、授業改善の方法を検討し

てほしい。

岡本委員：全国の学力テストの各県の点数を見ると、教員採用試験の倍率や採用数と

の関係は見られない。教員の採用を増やし、採用後の教員が学ぶことのでき

る取組を進めてほしい。

義務教育課長：子供たちの思考力・判断力を育成するために、教科横断的な授業実践

を進められるよう取り組んでいく。

教育長：教わるから学ぶへ。子供たちは、すぐに大人になる。大人になったときも学

び続ける人となるよう育てる必要がある。授業観の転換及び求められる授業

について、指導主事を中心に先生方に指導助言していく。

《報告事項２ 県教育委員会と県内大学との連携協定の締結について》

教育長 報告を求める。

教育ＤＸ推進課長 内容等を報告する。

〈質 疑〉

三木委員：協定により高校教育に還元する研究か。

教育ＤＸ推進課長：県立学校９校が採択されたＤＸハイスクールに対し、実習等の支
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援をお願いするもの。また、大学等の施設の最新機械等を用いた

講義や実習に高校生が参加できる機会とし、ＤＸハイスクール校

を中心に連携を図る。

三木委員：今後、学校教育に関わる人を育てていくものではなく、今の高校現場の教

育活動の拡大として捉えてよいか。

教育ＤＸ推進課長：高校の情報Ⅱの専門的な学習や探究的な学びの研究である。

岡本委員：このように進んでいくのであれば、どこかの高校で特化した課程を1つ設

けてはどうだろうか。

教育長：デジタル人材については、今不足しており、高校教育としての在り方として

考えていきたい。

河野委員：今後は他の大学との連携構想があるか。鳴門教育大学との連携など。

教育ＤＸ推進課長：７月２２日に行われた県教育委員会と県内大学との連携に係る協

議会でもＤＸハイスクールへの協力を依頼している。

河野委員：現在、検討をしていただいているということか。

教育ＤＸ推進課長：そのとおりである。

教育長：先日の協議会では、各大学からこういう分野での協力が可能との申出をいた

だいている。

［非公開］

《報告事項３ 徳島県学校教育情報化推進計画の進捗状況について》

《議案第１９号 退職手当の支給制限処分について》

《報告事項１ 公益通報の受付・処理状況について（令和６年４月から６月分）》

［閉 会］

教育長 本日の議事が全て終了したので閉会する旨を告げる。

閉 会 午前１１時


